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１．概要（Summary） 
 近年、フローサイトメトリーと呼ばれるマイクロ流

路内を高速で流れる細胞を解析する手法を用い、血中

に極微量しか存在しない免疫細胞やがん細胞を検出

しようとする試みが盛んに行われている。一方、我々

はこれまで先端レーザー技術を用いた高速イメージング

技 術 STEAM (Serial Time-Encoded Amplified 
Microscopy)を開発してきた。従来のフローサイトメトリー

では蛍光標識された細胞の蛍光信号のみを検出していた

ため検出精度が低かったが、STEAM を用いることで、蛍

光信号に加え細胞の大きさや形まで高速に判別できるよ

うになり、検出精度の大幅な向上が見込まれる。我々は、

STEAM と蛍光検出系を組み合わせることにより、高速・

高精度な細胞同定技術の開発を行っている。本年は作製

したマイクロ流路を用いて、装置全体の評価を行った。 

２．実験（Experiment） 
【利用した主な装置】 

光リソグラフィ装置 MA-6 
【実験方法】 

超高速イメージングを用いた細胞同定のためには、細

胞がマイクロ流路内で一列に整列している必要がある。そ

こで我々は流路内に生じる慣性揚力を用いて細胞の整列

を行った。デバイスの作製においては、本施設のフォトレ

ジスト、スピンコータ、光リソグラフィ装置を用いて行い、形

状評価には触診段差(Dektak XT-S)を用いた。また超高

速イメージングによる細胞同定技術の評価のために、

STEAM を用いて、流路内を流れる蛍光ビーズの測定を

行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 
上記実験により得られたデータを Figure 1 に示す。そ

れぞれの図において、上部が STEAM で撮影した画像、

下部が PMT により検出された蛍光シグナルとなっている。

本結果より、STEAM と蛍光検出系を組み合わせることに

より、マイクロ流路内を流れるビーズの形状と蛍光シグナ

ルの違いを同時に検出することに成功した。 
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